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この瞬間に
　　　全集中！

学んで・遊んで・育ったぎなんの未来
議員が聞いてわかった‼
これからどうなる？
いまの給食を食べてみた！
養老町議会より視察来庁

ここが、聞きたい
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もっと知ればもっと好き！
まちの笑顔とチャレンジを

ご紹介します‼

チャレンジで子どもたちに夢とワクワクを
イラストで岐阜を世界に発信したい！

Ｑ
Ａ
イラストを描き始めたのはいつですか？
覚えてないほど小さい時。気付けばいつも絵を描いてました。

Ｑ
Ａ
どんな町にしたいですか？
新しいことにチャレンジし、みんなで盛り
上げて夢に向かって進む町にしたいです。

Ｑ
Ａ
活動していて嬉しいことは？
岐阜を盛り上げようと頑張る仲間に出会えた事。
子どもたちに夢とワクワクをあたえられている事。
新しいチャレンジが常にできている事が幸せです。

Ｑ
Ａ
これからチャレンジしたいことは？
岐阜・岐南町を世界に発信していきたい。
たくさんの方に見てもらえるイラストが描きたいです。

Ｑ
Ａ
どんな活動をしていますか？
全国で岐阜を題材にしたイラスト展示・イベントを主催しています。
大垣ミナモの選手キャラクター、岐阜弁犬 LINEスタンプが好評です。
また、イラスト講師や、Gサウスの講師もしています。

小島千枝さん　平島
（イラストレーター・イラスト漫画講師）

■「
議
会
だ
よ
り
」が
創
刊
か
ら
12
年
目
に
入
り
、よ
り
一
層「
議

会
だ
よ
り
」
の
情
報
発
信
の
在
り
方
（
媒
体
方
法
）
と
住
民

の
皆
さ
ん
が
本
当
に
必
要
と
す
る
情
報
と
は
何
か
を
考
え
、
リ

サ
ー
チ
も
加
え
な
が
ら
、
よ
り
良
い
議
会
だ
よ
り
の
発
刊
に
向

け
、
奮
励
（
ふ
ん
れ
い
）
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
三
宅
）

■
私
が
成
人
式
を
迎
え
た
年
に
生
誕
し
た
新
成
人
の
方
々
と
の

お
話
は
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
岐
南
町
に

対
す
る
思
い
や
考
え
方
は
世
代
に
関
係
無
く
、
同
じ
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
一
部
で
は
な
く
全
町
民
に
と
って
、
私
た
ち
議
員

の
在
り
方
を
改
め
て
考
え
た
時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　（
松
本
）

■
議
会
だ
よ
り
の
印
刷
・
製
本
に
あ
た
る
費
用
は
年
間
約
１
３

０
万
円
。
そ
の
価
値
は
、
今
の
議
会
の
姿
を
い
か
に
町
民
と
共

有
で
き
る
か
で
決
ま
る
の
で
は
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
で
印
刷
物
の
需

要
が
低
下
す
る
中
、
他
の
媒
体
も
駆
使
し
な
が
ら
、「
伝
わ
る
」

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
た
い
。

（
後
藤
）

■
総
合
調
理
セ
ン
タ
ー
への
視
察
、
試
食
を
行
い
、
食
材・献
立
・

栄
養
・
調
理
・
衛
生
、
そ
し
て
献
立
表
の
作
成
に
携
わ
っ
て
い

る
職
員
の
皆
様
の
日
々
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
村
山
）

■
今
回
、
岐
南
町
の
新
成
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
機
会
を
頂

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
岐
南
町
を
愛
し
、
誇
り
に
思
って
い
る
こ
と

を
感
じ
と
れ
ま
し
た
。
議
員
と
い
う
職
業
は
、
微
力
で
す
が
町

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
素
晴
ら
し
い
仕
事
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
町
の
未
来
の
為
に
頑
張
って
い
こ
う
と
気
が
引
き
締
ま

り
ま
し
た
。

（
長
谷
川
）
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「もっともっといい町
　　　になってほしい」

学んで・遊んで・育った
　　　ぎなんの未来

こうしたら？
ああしたら？ ハタチの語るホンネは…

成人式実行委員会の皆さんにズームイン！

だった!!
今回は、二十歳を迎える成人式実行委員会の方に語って
いただきました。議員から町の現在の姿や未来について
お尋ねし、自らの想いを伺うことができました。

二十歳ならではの視点によるご意見を
いただき非常に刺激を受けました。今
後も町民の声を町政に届けるために、
幅広い世代の意見にクローズアップし
ていきます。

・特急が止まらないから、
電車が不便だね。

・他市町と連携したコミュ
ニティバスの運行を望み
ます。

・運動できるスペースが少ない。

・規模の大きな公園、ベンチや水飲み場などの憩
いの場がほしい。

・町のシンボル的なものが無い。

・魅力のある、岐南町民しか利用できない独自性
のある施設がほしい。優位性や差別化が必要だ
と思う。

・図書館が小さい、老朽化が進んでいるから、直
すならば図書館以外も利用できる複合施設にな
るといいね。

・観光客を呼び込むような、独自の祭りの開催や、岐
南町でしかできない体験等ができる催し物をつくると
いいね。

・活気や税収に繋がる、定住化や多くの人を呼び込む
ことができる施策、環境を作り上げていってほしい。

・子育てに強く、居住に重きをおいた町づくりをしてほ
しい。

・デジタルや先進化のことだけでなく、農業の保護や
維持も必要だと思う。

投票に行ったことがありますか？

Ｎｏ
22％

YES
78％

Yes…「理由」
・若者が投票することで、若者向けの政策が
　出てくると思う
・とりあえずテレビでの印象で投票先を決めた。
　等

学んで・遊んで・育った
　　　ぎなんの未来

交　通

施　設

まちづくり給食費と医療費が無償で、子育てしやすい
環境ができているのは嬉しいね。

近所の人が野菜をくれたりすることもあり、
人付き合い良さや温かさを感じられる
いい町だと思う。

小・中学校の教育面でのサポートが
手厚いところがいいね。

街灯が多くて明るいから、
夜も安心して出歩けるよ。

高校生や大学生へのサポートが
薄いと感じるけど…

ぎなん議会だより　第45号ぎなん議会だより　第45号 23



付託委員会 案　　　件 可否 反対した議員

承認第 3 号　専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　（令和３年度岐南町一般会計補正予算）
　歳入歳出それぞれ2億4966万9千円を増額し、89億5286万4千円とし、
子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費を令和3年11月19日付けで専決
処分としました。

承認

議案第 51 号　岐南町行政手続における押印等の見直しに伴う関係条例の
　　　　　　  整備に関する条例について
　新型コロナウイルス感染症拡大への対応を契機として、テレワーク等の推進
とデジタル時代に向けた規制・制度見直しの一環として、令和2年7月に発出
されました総務省自治行政局長通知により、各地方公共団体において、行政手
続のオンライン化や書面規制、押印、対面規制の見直しを積極的に行うよう求
められたことに伴い、押印等の規定のある条例のうち、見直しをすべき3条例
について、一括して改正する整備条例の制定を行いました。
（施行日：令和4年 4月1日）

可決

議案第 52 号　岐南町一般職の任期付職員の採用等に関する条例について
　地方分権の進展に伴い地方行政の高度化・専門化が進む中で、行政では得られ
にくい、高度の専門性を備えた民間の人材を活用する必要性や期間が限定される
専門的な行政ニーズへの効率的な対応の必要性等が高まっていることに鑑み、専
門的な知識経験又は優れた識見を有する者の採用の円滑化を図るため、地方公
共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律の規定に基づき、職員の任期
を定めた採用及びそれら職員の給与の特例に関し必要な事項を定めました。

可決

議案第 53 号　岐南町放置自動車の発生の防止及び適正な処理に関する条例
　　　　　　  の一部を改正する条例について
　環境省の「使用済自動車判別ガイドラインに関する報告書」に準じて、放置自
動車等の廃物認定基準を定め、この基準を満たすものは、廃物判定会を経ずに
廃物と認定する改正を行いました。また自動車に加えて、原動機付自転車もこ
の条例の対象となります。

可決

議案第 54 号　岐南町国民健康保険条例の一部を改正する条例について
　健康保険法施行令等の一部を改正する政令が公布されたことに伴い、出産育
児一時金として支給する額を「40万4千円」から「40万8千円」等にする改
正を行いました。（施行日：令和4年１月1日）

可決

議案第 55 号　令和３年度岐南町一般会計補正予算について
　歳入歳出それぞれ5391万4千円を増額し、90億 677万8千円としました。
歳出の主な内容は、ふるさと納税業務委託料2541万5千円、障害児通所等給
付費4134万8千円、小中学校のタブレット端末購入費用 615万3千円の増
額などとともに、各科目にわたり人件費について精査しました。

可決

議案第 56 号　令和３年度岐南町国民健康保険特別会計補正予算について
　歳入歳出それぞれ2513万1千円を増額し、24億 7273万1千円としまし
た。
歳出の内容は、一般被保険者高額療養費 2513万1千円の増額となりました。

可決

議案第 57 号　令和３年度岐南町介護保険特別会計補正予算について
　歳入歳出それぞれ1775万円を増額し、19億 2209万8千円としました。
歳出の内容は、保険給付費に係る介護予防サービス等諸費 28万8千円、高額
介護サービス等費1691万円、地域支援事業費に係る包括的支援事業費・任意
事業費55万2千円の増額となりました。

可決

議案第 58 号　令和３年度岐南町一般会計補正予算について
　歳入歳出それぞれ2億4410万7千円を増額し、92億 5088万5千円とし
ました。
歳出の内容は、子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費 2億4410万7千
円の増額となりました。　※現金10万円の一括給付を実施するため

可決

第4回（12月）定例会議会に提出された案件は9件です。
付託委員会欄の「　　」は総務住民、「　　」は福祉土木への付託を表します。
議員は提出された案件に対して賛成又は反対の意思を表明します。可否および議員の賛否は下表のとおりです。
※　    　関連ページはP6･7へ

令和３年12月議会で議員が
行った質疑をピックアップしました。

決
定

総 福

総 福

総

福

福

12月定例会では こんなことが決まりました

Pick up！

議員が聞いてわかった！！
これからどうなる？

私
た
ち
の
町
、

ど
う
な
っ
て
る
？

ど
う
す
る
？

議
案
第
55
号
　一
般
会
計
補
正
予
算

学
童
保
育
事
業
債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て

議
案
第
51
号
　岐
南
町
行
政
手
続
に
お
け
る

押
印
等
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｒ4年度から任期が更新され、
新たなサービスが期待されます！！

多くの押印が廃止され、
手続きが簡素化されます！！

学童保育事業

Pick up！

今、学童保育はどうなってるの？

Ｑ
前
年
度
ま
で
の
実
績
と
、今
債
務
負
担
行
為
の

上
限
額
と
す
る
１
億
６
千
万
円
の
詳
細
は
。

Ａ
前
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
金
額
は
１
億
５
千
万

円
で
人
件
費
は
１
億
３
４
０
０
万
円
、事
務
費

は
１
６
０
０
万
円
で
、実
際
の
契
約
額
は
３
年

間
で
１
億
４
０
５
１
万
３
千
円
で
し
た
。そ
の

詳
細
に
つ
い
て
は
事
業
者
に
お
尋
ね
し
て
い
な

い
た
め
、内
容
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
ま
せ

ん
。

　
今
債
務
負
担
行
為
の
金
額
詳
細
は
３
年
間
３

学
童
で
、学
童
支
援
員
の
人
件
費
と
、事
務
員

兼
務
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
管
理・係
員
に

相
当
す
る
経
費
と
合
計
し
て
１
億
４
３
０
０

万
円
、お
や
つ
な
ど
の
消
耗
品
・
携
帯
電
話
使

用
料
等
事
務
費
と
し
て
１
７
０
０
万
円
で
す
。

押印廃止で行政サービスはどう変わる？

Ｑ
当
該
条
例
に
よ
り
、認
印
・
押
印
書
類
す
べ
て
の
押
印
の

廃
止
は
ど
の
程
度
お
こ
な
わ
れ
る
の
か
、ま
た
完
了
年
数

は
。

Ａ
こ
の
議
案
は
町
の
例
規
集
に
掲
載
さ
れ
る
１
２
０
０
弱
の

様
式
の
う
ち
、９
０
０
弱
に
つ
い
て
押
印
を
廃
止
す
る
も

の
で
す
。押
印
廃
止
率
は
74・５
％
で
す
。こ
の
条
例
の
施

行
日
は
令
和
４
年
４
月
１
日
で
す
。

Ｑ
押
印
の
見
直
し
に
伴
い
、書
面
主
義
や
対
面
主
義
の
見
直

し
に
つ
い
て
の
今
後
の
方
針
は
。

Ａ
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
対
面
手
続
き
は
、今
回

の
条
例
が
整
っ
た
事
務
あ
る
い
は
事
業
か
ら
順
次
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
10
月
か
ら
開
始
さ
れ

て
い
る
。プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
要
綱
根
拠
は
債
務

負
担
行
為
に
お
け
る
予
算
と
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。現
在
は
１
次
審
査
が
終
了
し
て
い
る

が
、な
ぜ
今
12
月
議
会
で
の
議
案
上
程
と
な
っ

た
の
か
。

Ａ
今
回
、債
務
負
担
行
為
に
か
か
る
学
童
保
育
事

業
運
営
費
に
は
、あ
く
ま
で
も
平
常
時
の
積
算

で
は
あ
る
も
の
の
、今
期
の
学
童
保
育
事
業
実

績
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、利
用
人
数
の
推
計
を

ど
の
程
度
と
す
る
か
、懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。そ
の
た
め
、積
算
し
て
い
た
利
用
人
数
を

改
め
て
見
直
す
な
ど
の
修
正
作
業
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、思
わ
ぬ
時
間
を
要
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

西小学童（R4年利用見込み通常学童91名）
東小学童（R4年利用見込み通常学童100名）
北小学童（Ｒ４年利用見込み通常学童80名）
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今回の条例については、短時間の任期付職員も条例に謳っていますが、時給いくらという雇い方はこの条
例ではしません。また、今の段階ではフルタイムの方を想定しています。A

ＤＸを進めていくためには、民間を含めてデジタル人材が少なく、
本町においても苦慮しているところです。まずはそのような人材を
採用したいと考えています。

A採用の業種、種類が
現時点で想定され
ているのか？

12月定例会にて各常任委員会を開催

総務住民・福祉土木常任委員会がチェック！
町の仕事は様々な分野にわたっていることから、総務住民、福祉土木の２つの常任委員会
において、それぞれを分担しながら、審査を行っています。その審査過程で、委員から
どんな指摘・要望があったのか、その一部をご紹介します。

総務
住民

議案第52号　町一般職の任期付職員の採用等に関する条例

議案第53号　町放置自動車の発生の防止及び適正な処理に
　　　　　　 関する条例の一部改正

福祉
土木

福祉
土木

議案第54号　町国民健康保険条例の一部改正

【一部事務組合等の議員】

Q

採用後は議会へ紹介します。A
採用にあたって議会へ紹介、報告してもら
えるのか？Q

総額の42万円が変わりませんので、負担増
にはならないと考えています。A

脳性麻痺の掛け金は減って、出生一時金が4千
円上がるということで、町の財源として微増に
なり負担増になるのか？

Q

岐阜県においては、病院・診療所は55ケ所、助
産所は10ケ所ありますが、すべて加入されて
います。

A
この地域の中に産科医療補償制度に未加入
の産婦人科系の医療機関はあるのか？Q

認定基準の中の１つでも当てはまる項目があ
れば、それを廃物として認めるということです。A

放置自動車等の廃物認定基準が書いてある
が、この項目全部に当てはまるものが廃物と
して認定されるということか？

Q

今回、改正することにより、条例の中で廃物の認定基準
を設け、その項目に該当する車両は廃物と判断できます
ので、今後は一時保管をしなくても、公告期間を経て、廃
物認定されれば、その場から撤去することできるように
なります。

A
以前からずっと放置してある状態の
車に対して、どこかに一時移動が可
能ということが認められたことが
あったが、そのような車は、今後どう
なっていくのか？

Q

稀なケースですが、クラシックカーのような、専門的に見ると、古くても価値
があると解釈のできる車両が放置してあり、職員ではその価値が判断しか
ねる場合について、廃物判定会を設けて、専門者、学識経験者等のご意見
を聞いて、有価物か否かということを判断させてもらう場合に、廃物判定会
を行う可能性があります。

A
今回、改正案で廃物認定基準がかな
り細かく規定されているが、今後どの
ような場合にこの廃物判定会が行わ
れる可能性があるのか？

Q

判断基準を設けることで、それをもって廃物認定ができますので、認定の判
断期間も短縮できますし、廃物判定会を行うための準備、資料づくり等の事
務負担の軽減にもなります。また、学識経験者や有識者の方への報酬等も
発生しませんので、予算の軽減・削減にもなります。

A
この改正案で行政側にとってどのく
らい負担減になるのか？Q

時間給的な任期付職員の採用は考えているのか？Q

岐南町議会議員は、広域の事務組合に所属しています！

羽島郡広域連合 岐阜県地方競馬組合 木曽川右岸地帯水防事務組合

渡 邉　憲 司

櫻 井　明

松　 　浩 二

櫻 井　明

三 宅　祐 司

松 本　暁 大

木 下　美 津 子

櫻 井　明　　

後 藤　友 紀

長 谷 川　淳
（R3.9.28 ～ R7.9.25） （R3.9.28 ～ R7.9.25） （R3.9.28 ～ R4.7.3）

※ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）

※
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　令和３年11月12日午後から「養老町議会だより」編集に携われ
る議員6名、事務局2名の皆様が視察に来られました。「ぎなん議
会だより」の編集方法について説明し、質疑応答を行い、交流を
深めました。
　今後も他の地方公共団体の議会だよりを研究し、魅力ある「ぎ
なん議会だより」の作成に努めて参ります。

議会だより編集特別委員会 視察来庁
養老町議会より

質 問 事 項

８
人
の
議
員
が

質
問
し
ま
し
た

●
三 

宅 

祐 

司

◎
住
民
が
健
康
と
向
き
合
え
る
環
境
づ
く
り

　
を
問
う

◎
庁
舎
東
口
の
駐
車
場
開
放
を
問
う

●
長 

谷 

川 

淳

◎
交
通
事
故
撲
滅
に
向
け
て

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
利
便
性
向
上

   

を
問
う

◎
中
央
公
民
館
の
利
便
性
向
上
を
問
う

◎
児
童
の
通
学
の
安
全
性
を
問
う

12月定例会

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
の
報
告
や
説
明
を

町
に
求
め
、適
切
な
町
政
運
営
を
進
め
て
い
る
か
議
員
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、◎
の
項
目
を
議
員
本
人
が
執
筆（
要
約
）し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
が
、聞
き
た
い
」

　
　
　
　
一
般
質
問
Q
＆
A

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

10

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

11

●
木
下
美
津
子

◎
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
を
よ
り
推
進
す
る

　
た
め
に

◎
災
害
時
に
お
い
て
の
必
需
品
の
確
保
と

　
考
え
方

◎
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
問
う

●
櫻 

井  

　明

◎
岐
南
駅
前
広
場
改
修
計
画
を
問
う

◎
新
町
内
巡
回
バ
ス
運
行
計
画
を
問
う

●
渡 

邉 

憲 

司

◎
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康
診
査
を

　
問
う

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

12

●
村 

山 

博 

司

◎
災
害
へ
の
備
え
が
充
実
し
た
町
づ
く
り
を

　
目
指
し
て

◎
岐
南
さ
く
ら
中
保
育
園
建
て
替
え
事
業
の
検
証

・
介
護
保
険
料
の
算
定
を
問
う

●
岩 

田 

晴 

義

◎
広
域
型
特
養
施
設
の
設
置
場
所・設
置
計
画・

　
地
元
住
民
へ
の
説
明
及
び
周
知・介
護
保
険

　
料・県
へ
の
補
助
金
申
請
に
伴
う
町
長
の
意

　
見
等
を
問
う

◎
町
道
２
０
７
号
線
の
下
水
道
工
事

●
後 

藤 

友 

紀

◎
思
い
が
届
く
ふ
る
さ
と
納
税
へ

◎
加
害
、被
害
、傍
観
者
を
う
ま
な
い
生
命
の

　
安
全
教
育
の
推
移
を

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

 

15

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

 

16

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

 

17

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

14

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

13

い
ま
の
給
食
を
食
べ
て
み
た
！

　
令
和
３
年
11
月
12
日
、岐
南
町
議
会
議

員
と
事
務
局
で
総
合
調
理
セ
ン
タ
ー
へ
試

食
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　
給
食
は
児
童
・
生
徒
の
成
長
期
に
必
要

な
栄
養
素
等
に
つ
い
て
配
慮
し
な
が
ら
、

美
味
し
く
楽
し
い
給
食
に
な
る
よ
う
に
献

立
作
り
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
塩
分
量
は
、学
校
給
食
実
施

基
準
に
よ
り
、一
人
一
回
あ
た
り
の
塩
分

は
小
学
校
低
学
年
で
1.5ｇ
未
満
、中・高
学

年
で
２ｇ
未
満
、中
学
生
は
2.5
ｇ
未
満
で

す
。良
い
出
汁
で
塩
分
を
控
え
る
努
力
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
７
月
か
ら
は
、「
お
は
な
し
給

食
」を
加
え
て
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　（
ご
ん
ぎ
つ
ね
給
食・ふ
し
ぎ
駄
菓
子
屋

銭
天
堂
・
天
の
川
ラ
ー
メ
ン・ア
ン
パ
ン
マ

ン
給
食
な
ど
）

　
日
本
各
地
や
外
国
の
食
文
化
に
触
れ
、

食
を
楽
し
み
、食
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
、

感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

岐南町総合調理センター

小学校4年生で学習する「ごんぎつね」より
「ごんぎつね給食」

いわしに片栗粉を付け、かば焼きの準備を
調理員さんが丁寧に行っています。

今後も互いにより良い紙面づくりに励みます

いわしを一尾ずつ揚げています。
約2,300人分の揚げ物を作ります。
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● 　 　 ● 　 　 ● 　 　一 般 質 問 ●　　 ● 　 　 ● 　 　 12月定例会 ●　 　 ● 　 　 ● 　 　一 般 質 問 ●　　 ● 　 　 ● 　 　 12月定例会

町
内
の
交
通
事
故
減
少
に
向
け
て
の

課
題
や
問
題
点
の
把
握
と
そ
の
改
善

策
は
。

健
康
寿
命
考
え
た
環
境
整
備
は

部
長
　状
況
で
必
要
な
ら
ば
適
時
検
討

緑あふれる くつろぎの公園

優先道路が分かりづらい交差点

現在使用されている班旗
庁舎東口駐車場（公用車駐車場）

住
民
が
健
康
と
向
き
合
え
る

環
境
づ
く
り
を
問
う

課
題
や
問
題
把
握
と
改
善
策
は

部
長
　日
々
行
っ
て
い
ま
す

交
通
事
故
撲
滅
に
向
け
て

中
央
公
民
館
の
利
便
性

向
上
を
問
う

児
童
の
通
学
の
安
全
性
を

問
う

庁
舎
東
口
の
駐
車
場
開
放

を
問
う

Q
歩
行
困
難
の
方
か
ら
の
駐
車
場
か
ら

正
面
玄
関
を
抜
け
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ま
で
「
杖
で
の
移
動
が
辛
か
っ
た
」「
正
面

玄
関
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
欲
し
か
っ
た
」
と

い
う
声
に
最
も
近
い
東
口
駐
車
場
の
一
般
開

放
は
可
能
か
。

Q
住
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
あ
り
続
け

て
も
ら
う
為
に
も
介
護
予
防
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
外
出
を
し
て
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
寛
ぎ
の
公
園
で

心
癒
し
、
体
を
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
場
所

が
必
要
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
、「
羽
栗
グ
ラ

ウ
ン
ド
」
の
緑
化
整
備
と
駐
車
場
完
備
に
よ

り
拠
点
を
つ
く
る
こ
と
で
、
知
人
友
人
に
会

え
た
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
起
点
と
し
た
東
西

に
延
び
る
羽
島
用
水
沿
い
遊
歩
道
は
、
散

歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
楽
し
め
る
最
善
の
場
所

で
あ
る
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し

て
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
、
岐
南
町
の

将
来
「
住
み
続
け
た
い
町
づ
く
り
の
実
現
」

に
繋
が
る
事
業
と
考
え
る
。

　
羽
栗
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
緑
化
整
備
、
駐
車

場
完
備
、
遊
歩
道
の
美
化
整
備
の
必
要
性

と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
最
上
位
計
画
で
あ
る

総
合
計
画
で
は
、
議
員
の
質
問
に
あ
り

ま
し
た
「
遊
歩
道
整
備
」
な
ど
「
緑
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
も
、
日
ご
ろ
の

身
体
活
動
の
習
慣
化
に
資
す
る
施
設
の

整
備
や
、
健
康
遊
具
の
設
置
等
を
行
政

が
取
り
組
む
べ
き
事
業
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
く
各
種
事
業
を

継
続
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）
通
称
・
羽
栗

グ
ラ
ウ
ン
ド
「
岐
南
町
・
笠
松

町
羽
栗
社
会
教
育
施
設
」
の
使
用
実

態
は
笠
松
町
民
を
含
む
児
童
・
生
徒
な

ど
の
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
高
齢
者
の
テ
ニ

ス
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
幅
広
い
世

代
の
、
目
的
に
合
致
し
、
他
の
公
共
施

設
に
比
べ
高
い
稼
働
率
で
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
社
会
が
変
化
す
る
中
、住
民
ニ
ー

ズ
の
的
確
な
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

将
来
的
な
活
用
や
、
議
員
の
提
案
も
含

む
当
該
施
設
の
さ
ら
な
る
整
備
は
、
状

況
に
よ
り
必
要
と
な
れ
ば
、
適
時
検
討

し
ま
す
。

A

（
総
務
部
長
）
東
口
駐
車
場
（
公

用
車
駐
車
場
）
は
、
ス
ペ
ー
ス
的

に
軽
自
動
車
し
か
駐
車
で
き
な
い
た
め

真
に
必
要
な
方
が
駐
車
で
き
な
い
可
能

性
、
ス
ペ
ー
ス
自
体
が
傾
斜
、
無
断
駐

車
の
恐
れ
が
懸
念
さ
れ
、
一
般
開
放
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
障
害
者
専
用

と
す
る
に
は
大
規
模
な
整
備
が
必
要
な

た
め
、
整
備
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
現
在
は
、
正
面
玄
関
脇
の
イ
ン
タ
ー

フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
介
助
の
要
請
が
あ
れ

ば
、
総
合
案
内
職
員
が
、
車
い
す
の
手

配
や
用
事
の
あ
る
事
業
課
ま
で
付
き
添

い
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

A

　
日
本
は
世
界
に
誇
る
長
寿
国
で
あ
る
反

面
、
健
康
寿
命
を
重
視
し
た
取
り
組
み
が
少

な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
高
齢
に
な
れ
ば
、
い

つ
何
時
介
護
施
設
で
お
世
話
に
な
る
か
も
分

か
ら
な
い
中
、
今
の
65
歳
年
金
受
給
額
で
は

介
護
施
設
料
が
賄
え
な
い
の
も
実
情
。
そ
こ

で
寿
命
ま
で
介
護
に
依
存
し
な
い
、
自
身
で

生
活
で
き
る
健
康
寿
命
を
１
年
で
も
延
ば

し
、
介
護
施
設
の
お
世
話
に
な
ら
な
い
よ
う

努
力
す
る
こ
と
が
自
身
の
為
で
あ
る
と
同
時

に
介
護
保
険
料
の
軽
減
に
も
繋
が
る
。

（
土
木
部
長
）
交
通
事
故
減
少
に

向
け
て
の
「
危
険
箇
所
」
の
把
握

や
、
交
通
安
全
対
策
上
の
課
題
、
問
題

点
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
よ
る
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
危
険
箇
所
の
把
握
と

改
善
策
の
検
討
を
日
々
行
って
お
り
、
特

に
小
中
学
校
に
通
う
児
童
、
生
徒
の
通

学
路
に
お
け
る
安
全
対
策
に
は
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
児
童
が
通
行
す
る
歩
道
の

な
い
生
活
道
路
に
お
い
て
、
運
転
者
へ
注

意
喚
起
す
る
た
め
路
側
帯
を
緑
色
の
カ

ラ
ー
舗
装
化
、
横
断
歩
道
を
強
調
す
る

た
め
赤
い
帯
状
の
表
示
を
横
断
歩
道
手

前
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通

量
の
多
い
交
差
点
で
は
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
を

設
置
し
、
車
両
が
横
断
歩
道
の
待
場
に

突
入
す
る
の
を
防
ぐ
対
策
を
町
内
各
所

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

A

い
た
だ
け
る
よ
う
広
報
啓
発
す
る
こ
と
に

加
え
、
そ
の
他
新
た
な
取
り
組
み
も
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
教
育
長
）
班
旗
利
用
の
安
全
性

を
示
す
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
確
認

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
班
旗
を
用
い
て

横
断
の
意
思
を
伝
え
る
こ
と
は
大
変
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
な
お
、
班
旗

を
使
う
上
で
の
留
意
点
と
し
て
、
風
雨

が
強
い
場
合
や
荷
物
等
が
多
い
場
合
な

ど
危
険
や
負
担
が
伴
う
と
判
断
さ
れ
る

場
合
に
は
、
班
旗
を
無
理
に
使
う
必
要

は
な
い
こ
と
も
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
う
し
た
状
況
判
断
が
的
確
に
で
き
る

児
童
を
育
て
る
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え

ま
す
。

A Q
班
旗
を
持
つ
こ
と
の
安
全
性
の
デ
ー

タ
は
あ
る
か
。

（
住
民
部
長
）
利
用
状
況
に
つ
い

て
は
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
10
月

末
現
在
、
貸
館
可
能
日
数
１
７
２
日
、

午
前
、
午
後
の
利
用
件
数
１
０
７
６
件
、

稼
働
率
は
、
34
・９
％
、
夜
間
の
利
用

件
数
は
貸
館
可
能
日
数
１
７
２
日
、
利

用
件
数
１
８
１
件
、
稼
働
率
11
・７
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
伴
い
講
堂
の
利
用
制
限
、
蔓
延

防
止
等
重
点
措
置
区
域
指
定
に
よ
り
貸

館
時
間
短
縮
、
緊
急
事
態
措
置
な
ど
に

よ
り
貸
館
停
止
を
行
って
い
た
こ
と
が
主

な
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
感
染
拡
大
防
止
措
置
を
講
じ

な
が
ら
、
10
月
以
降
は
楽
器
・
合
唱
・

料
理
の
利
用
再
開
、
11
月
25
日
以
降
は

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
の
講
座
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
利

用
制
限
の
緩
和
を
し
て
順
次
利
用
の
ご

予
約
を
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
ク

ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
発
足
に
つ
い
て
も
支
援
講

座
を
実
施
し
、
多
く
の
団
体
に
ご
利
用

め
る
と
同
時
に
、
運
行
事
業
者
と
も
協

議
を
重
ね
、
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

A Q
中
央
公
民
館
の
利
用
者
増
に
向
け

て
、
現
状
の
課
題
や
問
題
点
、
ま
た

改
善
策
は
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の

利
便
性
向
上
を
問
う

三宅 祐司 議員長谷川 淳 議員

Q

聴
覚
障
が
い
者
の
予
約
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
岐
南
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
運
行
確
認
書
に

お
い
て
、
電
話
予
約
に
基
づ
く
運
行
と

定
め
て
お
り
、
電
話
を
使
う
こ
と
が
困

難
な
方
が
利
用
す
る
際
は
、
そ
の
方
に

代
わ
り
電
話
を
か
け
て
い
た
だ
く
方
が
必

要
と
な
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
を
始
め
と
す
る
電
話
以

外
の
予
約
手
段
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進

A Q
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町
内
唯
一
の
岐
南
駅
は
大
正
４
年
６

月
２
日
に
開
業
さ
れ
、
現
在
は
中
部

空
港
・
名
古
屋
・
岐
阜
方
面
へ
の
交
通
手
段
、

学
生
の
通
学
手
段
と
し
て
、
令
和
２
年
調

査
で
は
１
日
１
６
４
１
人
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。１
日
の
電
車
停
車
数
１
３
６
本
と
多
い
。

当
該
駅
前
広
場
は
、
こ
の
電
車
乗
降
者
の

為
の
自
家
用
送
迎
車
に
対
応
し
た
利
便
性

と
安
全
性
を
備
え
た
状
況
で
は
な
い
。

①
送
迎
車
両
の
利
便
性
を
高
め
る
改
修
と

さ
れ
た
い
。

②
駐
輪
施
設
全
体
を
覆
う
屋
根
と
さ
れ
た

い
。 効

果
確
認
と
コ
ミ
バ
ス
活
用
を

部
長
　そ
れ
ぞ
れ
継
続
実
施
又
検
討
す
る

タオルをたぐり寄せる運動で
足の指の握力を強化

岐南駅改修場所です
道路に横断歩道　駐輪場にバス停

朝７時台～１９時台 1時間 1本の運行。
年末年始６日間のみ運休

緊急通報システム

フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
を
よ
り

推
進
す
る
た
め
に

送
迎
車
両
と
駐
輪
場
対
策
を

部
長
　変
更
な
ど
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

岐
南
駅
前
広
場
改
修
計
画
を

問
う

免
許
返
納
者
等
の
優
遇
策
を

部
長
　対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る

新
町
内
巡
回
バ
ス
運
行
計
画

を
問
う

災
害
時
に
お
い
て
の
必
需
品

の
確
保
と
考
え
方

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
問
う

Q
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
等
の
参
加
者
は

65
歳
以
上
の
方
が
多
い
の
で
来
年
運

行
の
コ
ミ
バ
ス
の
運
行
時
間
に
合
わ
せ
た
開

催
の
考
え
は
。

Q
人
生
１
０
０
年
時
代
、
70
代
は
最
後

の
活
動
期
で
そ
の
過
ご
し
方
が
80
代

以
降
の
老
い
を
左
右
す
る
。
身
体
機
能
も

脳
機
能
も
今
持
っ
て
い
る
も
の
を
使
い
続
け

る
こ
と
と
共
に
意
欲
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と

が
重
要
。
町
内
で
も
「
運
動
自
主
サ
ロ
ン
」

等
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
う
し
た※

フ
レ
イ

ル
予
防
教
室
の
機
能
評
価
、
体
力
向
上
評

価
に
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
効
果

評
価
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
指
定
の
認
知
機

能
テ
ス
ト
や
「
体
力
測
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で

指
定
の
体
力
テ
ス
ト
を
講
座
の
後
実
施
し
、

本
巣
市
の
よ
う
に
開
催
ご
と
の
記
録
数
値
で

（
福
祉
部
長
）
フ
レ
イ
ル
の
予
防

や
改
善
に
は
運
動
・
栄
養
・
社

会
参
加
が
健
康
長
寿
の
柱
で
す
。
町
も

体
力
測
定
を
平
成
30
年
度
ま
で
は
実
施

し
て
い
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
中
断
（
令

和
３
年
度
よ
り
再
開
）、
認
知
機
能
テ

ス
ト
は
平
成
27
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る
が
多
く
の
利
用
に
結
び
付
い
て
い
ま
せ

ん
。
体
力
測
定
及
び
認
知
機
能
測
定
の

評
価
方
法
は
個
人
の
結
果
を
経
年
変
化

で
確
認
す
る
予
定
で
す
。
そ
し
て
自
ら

健
康
管
理
意
識
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
事

業
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
効
果
が
一
目
で
確
認
で
き
る
よ
う
町
も

実
施
し
て
は
。

A
（
福
祉
部
長
）
場
所
は
、
高
齢
者

の
移
動
可
能
な
範
囲
で
の
開
催

を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
移
動
手
段
が

な
く
参
加
を
見
合
わ
せ
て
い
る
方
も
み

え
る
の
で
、
コ
ミ
バ
ス
運
行
時
間
を
考

慮
し
た
開
催
も
検
討
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

※

フ
レ
イ
ル
は
加
齢
に
よ
る
心
身
の
老

化
状
態
を
い
う
が
、
早
く
対
策
を
行
え

ば
元
の
健
常
な
状
態
に
多
く
は
戻
る
。

A

い
ま
す
。
自
助
を
基
本
と
し
、
個
人
備

蓄
の
必
要
性
に
つ
い
て
広
報
啓
発
活
動

を
推
進
し
ま
す
。

②
今
後
、
岐
南
町
公
共
交
通
会
議
や
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
等
の
実
施
も
控
え
て
い
ま
す

の
で
、
現
時
点
で
、
お
答
え
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

③
新
し
い
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の
料
金
体
系

で
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
総
合
政
策
部
長
）
笠
松
町
の
町

内
巡
回
バ
ス
の
利
用
者
数
に
つ
い

て
は
、
平
成
30
年
度
、
令
和
元
年
度
、

令
和
２
年
度
で
、お
よ
そ
、８
万
２
千
人
、

７
万
９
千
人
、
５
万
３
千
人
と
、
推
移

し
て
い
ま
す
。

　
現
時
点
で
の
分
析
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

運
行
廃
止
に
至
っ
た
「
に
じ
バ
ス
」
を
超

え
る
利
用
者
数
を
目
指
し
て
、
鋭
意
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

A Q
笠
松
町
の
巡
回
バ
ス
利
用
者
数
等
か

ら
本
町
は
何
を
得
た
の
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）①
実
証
運
行

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
同
じ
課

題
を
抱
え
る
隣
接
す
る
町
の
事
業
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
注
視
し
て

い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

A Q
当
町
に
は
平
成
14
年
７
月
１
日
運
行

開
始
の
愛
称〝
に
じ
バ
ス
〞が
運
行
さ

れ
て
い
た
が
、
１
台
当
た
り
の
平
均
乗
車
数

４
人
と
利
用
者
が
少
な
く
平
成
21
年
９
月

30
日
廃
止
さ
れ
た
。

　
代
替
と
し
て
、〝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
〞

が
翌
日
か
ら
現
在
ま
で
運
行
さ
れ
て
い
る
。

　
当
初
の
運
行
計
画
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ

ク
シ
ー
は
廃
止
と
さ
れ
た
が
、
議
会
と
の
協

議
の
結
果
、
復
活
と
停
留
所
の
増
設
な
ど

の
変
更
案
が
示
さ
れ
た
。

①
笠
松
町
が
今
年
10
月
、
町
内
周
回
バ
ス

の
停
留
所
空
白
地
を
埋
め
る
も
の
と
し
て

チ
ョ
イ
ソ
コ
カ
ラ
タ
ン
バ
ス
を
試
験
運
用
さ

れ
た
。
経
費
は
38
カ
所
の
停
留
所
で
１
年
間

約
３
５
０
万
円
。
当
町
も
バ
ス
の
本
格
運
用

前
に
試
験
導
入
し
て
は
。

②
年
間
の
運
用
収
支
計
画
を
聞
く

③
自
動
車
運
転
免
許
返
納
者
等
の
優
遇
策

を
聞
く

木下 美津子 議員櫻井 明 議員

Q

（
総
合
政
策
部
長
）①
駅
前
広
場

は
拡
張
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
計

画
は
限
ら
れ
た
敷
地
の
中
で
レ
イ
ア
ウ
ト

し
た
も
の
で
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ
図
は
、
事

前
に
、
川
手
畑
自
治
会
を
は
じ
め
、
宮

町
北
・
宮
町
南
の
自
治
会
長
と
も
協
議

を
重
ね
、
地
域
住
民
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
も
と
、
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
従
い
ま
し
て
、
当
該
事
業
は
、
岐
南

駅
前
広
場
の
現
在
と
近
い
将
来
の
課
題

に
、
で
き
得
る
限
り
こ
た
え
た
も
の
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

②
駐
輪
施
設
全
体
を
覆
う
屋
根
を
検
討

す
べ
き
特
別
な
状
況
は
、
見
て
と
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
名
鉄
岐
南
駅
周
辺（
岐
南
駅
前
広
場
）

整
備
事
業
に
お
い
て
、
駐
輪
場
の
屋
根

の
高
さ
、
な
ら
び
に
、
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
全

体
を
覆
う
屋
根
と
す
る
形
状
の
変
更
な

ど
は
、
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

A

Q
以
前
に
一
般
質
問
し
た
乳
児
用
液
体

ミ
ル
ク
の
現
在
の
災
害
協
定
の
進
捗

状
況
は
。（

総
務
部
長
）
今
後
も
引
続
き
災

害
協
定
締
結
の
５
社
か
ら
の
供

給
可
能
と
の
回
答
を
待
つ
と
と
も
に
、

薬
局
等
と
の
協
定
を
考
え
て
い
ま
す
。

又
個
人
備
蓄
の
周
知
等
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A

Q
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
固
定
電
話
に

接
続
し
、
緊
急
時
ボ
タ
ン
を
押
す
だ

け
で
羽
島
郡
消
防
に
接
続
し
即
座
に
救
急

隊
が
出
動
す
る
。
最
近
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
で
固
定
電
話
を
解
約
し
て
ス
マ
ホ
等

に
切
り
替
え
る
方
が
増
え
て
い
る
と
聞
く
。

し
か
し
通
報
シ
ス
テ
ム
は
従
来
通
り
必
要
と

考
え
る
。
今
後
の
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

（
福
祉
部
長
）
固
定
電
話
の
解
約

及
び
ス
マ
ホ
等
の
普
及
に
よ
り
、

現
シ
ス
テ
ム
で
は
対
応
で
き
な
い
事
例
も

生
じ
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
し
か
所
持

し
て
い
な
い
方
に
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
機
能

及
び
メ
モ
リ
機
能
へ
の
登
録
を
促
し
、

携
帯
電
話
に
よ
る
緊
急
通
報
の
代
用
と

し
て
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

A

Q
以
前
に
も
質
問
し
た
が
、
人
工
肛

門
・
人
工
膀
胱
を
利
用
の
オ
ス
ト
メ

イ
ト
に
対
し
、
排
泄
物
を
た
め
る
装
具
は

代
り
が
な
く
待
っ
た
な
し
に
必
要
な
も
の
。

劣
化
も
あ
る
た
め
保
管
期
間
を
決
め
て
町

で
の
保
管
は
必
要
と
考
え
る
。
そ
の
中
で
自

助
と
し
て
決
め
た
保
管
期
間
内
の
装
具
の

交
換
を
本
人
の
責
任
の
元
行
う
こ
と
で
、

町
で
の
保
管
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

（
総
務
部
長
）
町
内
の
対
象
者
は

30
人
で
す
。
衛
生
的
観
点
を
含

め
、
町
で
の
預
か
り
は
困
難
と
考
え
て

A
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災
害
時
に
は
水
の
確
保
が
第
一
で
あ

る
。
本
町
の
備
蓄
飲
料
水
は
、
現

在
ど
の
場
所
に
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
、
ま

た
飲
料
水
や
生
活
用
水
確
保
の
た
め
、
災

害
用
浄
水
器
の
配
備
を
し
て
は
ど
う
か
。

特
定
健
康
診
査
の
年
齢
拡
大
を

部
長
　19
歳
か
ら
検
診
実
施
を
検
討

多
様
な
癌
検
査
の
導
入
を

部
長
　国
の
動
向
を
注
視
し
進
め
た
い

主な腫瘍マーカー検査（呉羽総合病院サイトより）

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康

診
査
を
問
う

備
蓄
飲
料
水
量
の
把
握
は

部
長
　全
町
民
分
を
十
分
確
保

災
害
へ
の
備
え
が
充
実
し
た

町
づ
く
り
を
目
ざ
し
て

岐
南
さ
く
ら
中
保
育
園

建
て
替
え
事
業
の
検
証

Q
現
在
、
町
で
は
が
ん
検
査
を
６
種
類

行
っ
て
お
り
、
一
つ
の
項
目
に
つ
き

５
０
０
円
程
度
か
か
っ
て
い
る
。
近
年
、
血

液
検
査
や
尿
検
査
で
13
種
類
以
上
の
が
ん

が
早
期
発
見
で
き
、
血
液
検
査
で
は
95
％

以
上
、
尿
検
査
で
は
86
％
以
上
の
確
率
で
早

期
発
見
で
き
る
。
血
液
検
査
の
場
合
は
１
９

８
０
０
円
、
尿
検
査
の
場
合
は
１
２
５
０
０

円
と
い
う
金
額
で
多
く
の
が
ん
が
発
見
で
き

る
こ
と
は
、
早
期
治
療
が
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
被
保
険
者
の
多
く
が
手
軽
に
検
査
で

き
、
ひ
っ
迫
す
る
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
医

Q
生
活
習
慣
病
の
肥
満
・
高
血
糖
・

高
血
圧
・
動
脈
硬
化
症
が
虚
血
性

心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
等
の
原

因
の
一
つ
で
あ
り
、
人
に
よ
っ
て
は
20
代
・

30
代
か
ら
肥
満
体
型
の
方
も
み
え
、
40
歳

前
か
ら
の
対
応
が
必
要
に
な
る
。

　
40
歳
未
満
へ
も
特
定
健
康
診
査
の
対
象
を

広
げ
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
特
定
健
康
診
査
の
年
齢

拡
大
を
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

果
的
で
あ
る
た
め
、
現
在
19
歳
か
ら
39

歳
の
若
い
世
代
の
方
に
向
け
た
健
診
を

実
施
で
き
な
い
か
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

（
福
祉
部
長
）社
会
問
題
に
も
な
っ

て
い
る
生
活
習
慣
病
の
若
年
化

を
食
い
止
め
る
手
法
の
一
つ
と
し
て
効

A

ま
ま
で
以
上
に
よ
り
多
く
の
方
が
検
査

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
受

診
率
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
が
、
現
時
点
に
お
い
て
国
が
推
奨
す

る
検
査
方
法
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

今
後
、
こ
う
し
た
血
液
や
尿
に
よ
る
検

査
方
法
を
国
が
認
め
、
推
奨
す
る
こ
と

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。（

福
祉
部
長
）
国
の
取
り
組
み
に

よ
り
今
後
、
保
育
士
の
給
与
を

増
額
す
る
た
め
の
施
策
が
な
さ
れ
ま
す

が
、
施
行
の
際
は
法
人
に
対
し
て
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
が

な
さ
れ
る
よ
う
確
認
し
ま
す
。
ま
た
財

務
諸
表
等
の
分
析
は
、
岐
南
町
監
査
事

務
局
の
監
査
委
員
の
協
力
を
得
る
等
、

法
人
に
提
言
提
案
が
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

A Q
保
育
運
営
を
す
る
社
会
福
祉
法
人

の
財
務
諸
表
等
を
分
析
し
、
監
督

責
任
が
あ
る
町
が
提
言
提
案
を
し
て
保
育

士
さ
ん
の
地
位
向
上
を
。

た
方
々
は
、
自
治
会
長
や
民
生
委
員
児

童
委
員
な
ど
へ
情
報
を
提
供
だ
け
で
な

く
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
地

域
見
守
り
推
進
事
業
の
中
で
も
個
別
避

難
計
画
の
作
成
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

（
総
務
部
長
）
外
国
籍
の
方
へ
の

対
策
と
し
て
、
７
ヵ
所
の
避
難
所

看
板
に
つ
い
て
、
ピ
ク
ト
サ
イ
ン
に
蓄
光

タ
イ
プ
を
採
用
、
災
害
種
別
ご
と
の
標

記
、
多
言
語
化
で
記
載
す
る
更
新
を
し

ま
し
た
。
今
後
も
指
定
避
難
所
の
避
難

所
看
板
の
更
新
の
際
に
、
順
次
設
置
を

し
て
い
く
考
え
で
す
。
ま
た
、
現
在
作

成
中
の
新
た
な
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
は
、

見
出
し
の
部
分
は
英
語
と
中
国
語
を
併

記
し
、
外
国
籍
の
方
も
確
認
で
き
る
も

の
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
自
ら
避
難
す
る
事
が
困
難
な

方
を
避
難
行
動
要
支
援
者
と
し
て
名
簿

に
登
録
し
、
こ
の
中
で
避
難
支
援
等
関

係
者
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ

A Q
外
国
籍
の
方
、
高
齢
者
、
障
害
者

等
で
一
人
で
は
避
難
が
困
難
な
方
へ

の
支
援
対
策
は
ど
う
か
。

（
総
務
部
長
）
避
難
所
開
設
の
基

準
は
、
避
難
指
示
等
避
難
判
断
・

伝
達
マ
ニュア
ル
を
平
成
22
年
に
策
定
し
、

今
ま
で
に
５
度
改
定
を
行
い
、
避
難
所

運
営
マ
ニュ
ア
ル
は
、
平
成
25
年
に
策
定

し
、
２
度
改
定
を
行
い
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
避
難

所
運
営
マ
ニュ
ア
ル
は
、
県
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
て
、
令
和
２
年
に
策
定
し
て

あ
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
避
難
所
開

設
が
で
き
る
よ
う
、
避
難
所
開
設
職
員

に
対
し
、
訓
練
を
行
って
い
ま
す
。

A

渡邉 憲司 議員村山 博司 議員

Q

量
が
、
確
保
出
来
て
い
ま
す
。

療
費
削
減
に
つ
な
が
る
。
町
と
し
て
、
多
く

の
住
民
の
生
命
と
生
活
の
為
に
血
液
検
査

ま
た
は
尿
検
査
を
採
り
入
れ
て
い
く
べ
き
で

は
。

（
福
祉
部
長
）
町
で
は
６
種
類
の

が
ん
検
診
と
ピ
ロ
リ
菌
・
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
の
検
査
も
行
っ
て
お
り
、
通
常
で

あ
れ
ば
、
す
べ
て
受
診
す
る
と
２
万
円

以
上
す
る
高
価
な
検
診
と
な
り
ま
す

が
、
肺
が
ん
検
診
は
65
歳
以
上
は
無
料
、

そ
れ
以
外
の
が
ん
検
診
は
70
歳
以
上
は

無
料
と
し
、
高
齢
者
以
外
の
方
で
も
自

己
負
担
が
１
検
診
あ
た
り
５
０
０
円
と

な
る
よ
う
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経

済
的
な
負
担
の
軽
減
と
１
日
で
全
て
の

検
査
が
受
診
し
や
す
い
体
制
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
の
が
ん
検
診
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

が
ん
に
よ
っ
て
異
な
る
種
類
の
検
査
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
、
患
者
に
と
っ
て
負

担
が
大
き
い
う
え
、
中
に
は
痛
み
や
精

神
的
な
苦
痛
を
伴
う
検
査
も
あ
り
ま

す
。

　
血
液
に
よ
る
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
２
０
１
４

年
に
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
９
つ
の
大
学
と
６
つ
の
企
業
が
参
加

し
て
血
液
検
査
を
す
る
だ
け
で
、
初
期

の
段
階
で
診
断
で
き
る
と
い
う
夢
の
よ

う
な
検
査
手
法
と
な
って
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
血
液
や
尿
に
よ
る
検
査
に

移
行
す
れ
ば
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
い

A

（
総
務
部
長
）
災
害
用
浄
水
器
に

つ
い
て
は
町
で
は
１
台
備
蓄
が
あ

り
、
備
蓄
飲
料
水
は
西
小
東
側
の
防
災

備
蓄
倉
庫
に
ペッ
ト
ボ
ト
ル
２
ℓ
１
６
４

４
本
、
５
０
０
㎖
４
３
２
０
本
備
蓄
し

て
い
ま
す
。
ま
た
町
の
貯
留
水
は
、
全

町
民
が
一
人
一
日
、
３
ℓ
を
飲
料
と
し

て
使
用
し
た
と
し
て
も
、
約
26
日
分
の

A

町
が
主
体
的
に
運
営
し
て
い
る
25
ヵ

所
の
指
定
避
難
所
に
災
害
時
速
や

か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
備
蓄
品
を
分

散
配
備
し
て
は
ど
う
か
。

防
災
備
蓄
品
の
分
散
配
備
は

部
長
　今
後
配
備
す
る
考
え
で
す

Q
避
難
所
開
設
の
基
準
・
準
備
や
又

避
難
所
運
営
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
周
知

見
直
し
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
昨
今
、
今
後
特
に

必
要
だ
と
思
う
が
町
の
方
針
、
対
応
は
。

Q
（
総
務
部
長
）
今
後
、
防
災
備
蓄

倉
庫
以
外
に
総
合
調
理
セ
ン
タ
ー

や
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
南
側
の
倉
庫
の
活

用
、
新
た
な
倉
庫
の
建
設
を
慎
重
に
検

討
し
な
が
ら
数
ヵ
所
の
分
散
配
備
が
出

来
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
更
に
、
風
水
害
時
に
最
初
に
避

難
所
と
し
て
開
設
す
る
三
宅
町
民
、
北

町
民
、
南
町
民
、
老
人
福
祉
の
各
セ
ン

タ
ー
４
ヵ
所
に
は
５
０
０
㎖
飲
料
水
の

ペッ
ト
ボ
ト
ル
と
ア
ル
フ
ァ
化
米
、
ク
ラ
ッ

カ
ー
等
の
食
糧
に
つ
い
て
配
備
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A

災害用浄水器
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ふ
る
さ
と
納
税
の
市
場
は
令
和
２
年
度
６

７
２
５
億
円
、
約
３
４
８
９
万
件
と
右
肩
上

が
り
で
、
今
後
は
各
自
治
体
と
も
利
用
者

を
魅
了
す
る
返
礼
品
を
出
品
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
寄
附
者
か
ら
は
地
域
の
魅
力

を
反
映
し
た
返
礼
品
を
求
め
ら
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
税
の
流
出
が
増
大
し
て

き
た
こ
と
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
本
腰
を

入
れ
始
め
た
都
市
部
も
出
て
き
て
い
る
。

隣
接
地
の
調
整
と
は

部
長
　地
域
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る

広
域
型
特
養
施
設
の
設
置
場
所
・
設
置
計
画
・

地
元
住
民
へ
の
説
明
及
び
周
知
・
介
護
保
険
料
・
県

へ
の
補
助
金
申
請
に
伴
う
町
長
の
意
見
等
を
問
う

業
務
委
託
で
き
る
業
者
育
成
は

部
長
　考
え
て
い
な
い

思
い
が
届
く
ふ
る
さ
と
納
税
へ

町
道
２
０
７
号
線
の

下
水
道
工
事

加
害
、被
害
、傍
観
者
を
う
ま
な
い

生
命
の
安
全
教
育
推
進
を

Q
行
政
側
の
説
明
会
と
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
行
う
こ
と
か
。
ま
た
、
町

の
補
助
金
は
、
交
付
を
し
な
く
て
も
良
い
と

い
う
こ
と
か
。

Q
地
権
者
・
地
権
者
の
関
係
者
・
自

治
会
長
だ
け
で
地
元
説
明
会
と
言

え
る
の
か
。
特
に
、
地
権
者
は
公
益
性
が

あ
れ
ば
土
地
の
譲
渡
税
が
５
０
０
０
万
円
ま

で
控
除
さ
れ
る
た
め
賛
成
だ
が
、
建
設
地

周
辺
の
住
民
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
虚
偽
の
報
告
や
議
決
権
の
あ
る
私

に
威
嚇
を
す
る
社
会
福
祉
法
人
は
適
格
か
。

Q
岐
阜
県
老
人
福
祉
施
設
等
整
備
費

補
助
金
の
手
引
き
に
お
い
て
隣
接
地

の
調
整
と
は
。

も
、
地
元
住
民
を
始
め
、
よ
り
多
く
の

町
民
に
理
解
さ
れ
、
安
心
さ
れ
る
施
設

と
し
て
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
の
補
助
金
は
、
必
ず
交
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、
岐
南

町
社
会
福
祉
法
人
の
助
成
の
手
続
に
関

す
る
条
例
に
よ
り
、
そ
の
必
要
性
・
妥

当
性
を
十
分
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

（
福
祉
部
長
）
手
引
き
に
お
け
る

「
補
助
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
の

主
な
要
件
」
の
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
、

隣
接
す
る
土
地
の
所
有
者
、自
治
会
等
、

地
域
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
必
要
が

あ
る
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
不
十
分
で
あ
れ
ば
、
事
業
者

に
は
、
そ
の
対
応
が
必
要
で
す
。
公
共

性
の
高
い
福
祉
施
設
と
な
り
ま
す
の
で
、

施
設
建
設
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に

A

（
教
育
長
）
小
学
校
で
は
つ
れ
去

り
防
止
の
講
話
、
動
画
を
活
用

し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
か
か
わ
る
学
習
等
を
行

い
、
中
学
校
で
は
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教

育
」
や
年
度
内
に
は
生
命
（
い
の
ち
）
の

安
全
教
育
の
た
め
の
教
材
を
活
用
し
た

学
習
を
行
え
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
や

各
学
校
の
状
況
を
踏
ま
え
、
教
材
の
内

容
に
加
除
修
正
を
加
え
て
使
用
す
る
こ

と
も
含
め
、
事
例
等
と
紹
介
す
る
な
ど
、

実
践
が
進
む
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。 A の

対
応
な
ど
を
学
ぶ
。
つ
ま
り
自
分
と
相
手

を
大
切
に
し
て
暴
力
を
許
さ
な
い
「
心
」
を

育
む
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
被
害

者
に
も
加
害
者
に
も
傍
観
者
に
も
な
ら
な
い

た
め
の
教
育
で
あ
る
が
、
町
内
の
学
校
で
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

（
総
務
部
長
）
職
員
に
お
い
て
も
、

地
元
の
事
業
者
を
育
成
す
る
た
め

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
中
間
事
業
者
か
ら
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け
る
手
段
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
の
中
間
事
業

者
が
培
っ
た
全
国
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
た
展

開
を
す
る
効
果
は
絶
大
で
す
の
で
、
委

託
業
務
等
に
つ
い
て
、
地
元
の
事
業
者
の

育
成
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

A Q
将
来
業
務
を
請
け
負
う
こ
と
が
で
き

る
地
元
の
事
業
者
の
育
成
を
図
る
考

え
は
。

Q
誰
か
か
ら
受
け
た
暴
言
暴
力
が
人

生
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く
、
子
ど

も
た
ち
な
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
性
教
育
は

相
手
へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
本
質
で
あ

り
、
究
極
の
人
権
教
育
で
あ
る
。

　
現
在
、
文
科
省
の
推
進
す
る
生
命
（
い

の
ち
）
の
安
全
教
育
は
、
自
分
と
相
手
を

守
る
「
距
離
感
」、
性
暴
力
に
あ
っ
た
場
合

岩田 晴義 議員後藤 友紀 議員

こ
れ
か
ら
の
フ
ェ
ー
ズ
で
さ
ら
に
ふ

る
さ
と
納
税
に
力
を
入
れ
て
い
く
と

す
る
と
、
今
の
ま
ま
の
体
制
で
は
岐
南
ブ
ラ

ン
ド
の
発
信
や
フ
ァ
ン
の
獲
得
な
ど
次
の
一

Q

（
福
祉
部
長
）
実
際
に
質
問
に
あ

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、

確
証
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
答
弁
を
差

し
控
え
ま
す
。
た
だ
し
、
威
嚇
さ
れ
た

内
容
に
基
づ
い
て
、
明
ら
か
な
違
法
性

が
認
め
ら
れ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

町
と
し
て
も
そ
の
判
断
に
従
い
、
対
応

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

A

手
が
打
て
な
い
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
発
信

室
の
新
設
な
ど
新
し
い
組
織
づ
く
り
や
体
制

づ
く
り
を
検
討
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
る

が
。

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
よ
る
収
入
、

さ
ら
に
委
託
料
等
の
経
費
も
含
め

て
、
町
内
に
帰
着
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
町

内
の
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
す
た
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
仲
介
事
業
を
町
内

の
会
社
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る

が
。 Q

（
総
務
部
長
）
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
等
の
設
置
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
寄
附
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
、
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
に
は

ど
の
よ
う
な
手
段
が
あ
る
か
を
調
査
・

検
討
し
、
町
の
魅
力
発
信
に
尽
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
（
総
務
部
長
）
ふ
る
さ
と
納
税
事

業
の
委
託
業
務
等
を
、
町
内
の

事
業
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ

れ
ば
、
利
潤
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

町
民
法
人
税
等
の
納
税
を
い
た
だ
く
サ

イ
ク
ル
が
確
立
し
、
町
の
経
済
に
好
循

環
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
町
内
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
専
門
に
し
て
い
る
事
業
者
や
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
事
業
ス
キ
ー
ム

が
確
立
し
て
い
る
よ
う
な
事
業
者
は
把

握
し
て
い
ま
せ
ん
。

A
（
福
祉
部
長
）
説
明
会
の
認
識
と

し
て
は
、
事
業
者
は
、
地
元
住

民
に
対
し
よ
り
広
く
、
よ
り
具
体
的
に

説
明
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
形
式
で
開
催
す
る
か
は
、
主
体

的
に
事
業
所
側
が
判
断
す
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
町
の
補
助
金
は
交
付
し
な
く

て
も
良
い
選
択
肢
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
今
後
県
の
補
助
金
の
決
定
の

内
容
に
加
え
、
近
隣
市
町
の
情
報
等
も

含
め
、
検
討
し
て
い
く
次
第
で
す
。

A

Q
町
長
の
意
見
書
交
付
に
つ
い
て
、
隣

接
地
の
住
民
の
理
解
を
得
て
い
な
い

が
、
そ
れ
で
も
適
格
者
と
言
え
る
か
。

（
福
祉
部
長
）
令
和
３
年
11
月
１

日
に
施
設
建
設
反
対
の
申
立
書

に
も
と
づ
き
、
反
対
の
意
向
が
あ
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
意
見
書
を
作
成

し
た
10
月
14
日
時
点
に
お
い
て
は
反
対

の
意
向
を
確
認
し
て
い
な
い
た
め
、
妥

当
な
判
断
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
事
業
者
は
反
対
の
意
向
が
あ
る
住
民

に
対
し
て
、
真
摯
に
対
応
し
て
い
た
だ

く
必
要
性
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

A

Q
工
事
に
伴
う
近
隣
住
民
へ
の
損
害
に

つ
い
て
、
主
幹
と
工
事
業
者
の
監
督

が
お
詫
び
に
行
か
れ
た
が
、
修
繕
工
事
で

３
ヶ
月
間
足
場
が
掛
か
っ
た
状
態
で
す
が
、

町
長
は
お
詫
び
に
行
っ
て
は
ど
う
か
。

（
土
木
部
長
）
現
在
、受
注
者
が
、

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
と
協
議

中
で
あ
り
、
発
注
者
で
あ
る
町
と
し
ま

し
て
は
、
今
後
も
推
移
を
注
視
し
ま
す
。

A

Q
町
長
選
挙
で
の
選
挙
事
務
所
会
場
は

建
設
候
補
地
の
買
収
対
象
で
あ
り
、

身
内
を
含
め
た
支
援
者
の
土
地
で
す
が
利

益
誘
導
で
は
な
い
か
。

答
弁
な
し
。

A
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この瞬間に
　　　全集中！

学んで・遊んで・育ったぎなんの未来
議員が聞いてわかった‼
これからどうなる？
いまの給食を食べてみた！
養老町議会より視察来庁
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井戸 はな実さんの
作品です
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集
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記
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45

ぎなんぎかい 検 索

令和３年12月議会
3月１日発行

目次

今回のピックアップ

一般質問

まちの笑顔を紹介！

11
月○社

会
福
祉
協
議
会

　
理
事
会
・
評
議
員
会

○
学
校
給
食
の
試
食
会

○
養
老
町
議
会

　
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員

　
会
視
察

○
岐
南
町
商
工
会
創
立
60
周
年

　
記
念
式
典

○
羽
島
郡
広
域
連
合 

競
練
会
・

　
定
例
議
会

○
議
会
運
営
委
員
会
・

　
全
員
協
議
会

○
議
会
制
度
改
革
検
討
会

○
第
４
回
議
会
定
例
会

　（
11
月
30
日
〜
12
月
22
日
）

○
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　（
11
月
30
日
〜
２
月
３
日
）

○
岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会

　
臨
時
総
会
・
評
議
員
会

○
総
務
住
民
常
任
委
員
会

○
福
祉
土
木
常
任
委
員
会

○
社
会
教
育
委
員
の
会

○
岐
阜
県
地
方
競
馬
組
合
議
会

　
定
例
会

○
議
会
制
度
改
革
検
討
会

○
岐
南
町
消
防
団
年
末
夜
警
の

　
激
励

○
岐
南
町
消
防
出
初
式

○
岐
南
町
成
人
式

○
ぎ
な
ん
フェス
タ
実
行
委
員
会

○
議
会
制
度
改
革
検
討
会

議
会
日
誌

12
月

1
月

もっと知ればもっと好き！
まちの笑顔とチャレンジを

ご紹介します‼

チャレンジで子どもたちに夢とワクワクを
イラストで岐阜を世界に発信したい！

Ｑ
Ａ
イラストを描き始めたのはいつですか？
覚えてないほど小さい時。気付けばいつも絵を描いてました。

Ｑ
Ａ
どんな町にしたいですか？
新しいことにチャレンジし、みんなで盛り
上げて夢に向かって進む町にしたいです。

Ｑ
Ａ
活動していて嬉しいことは？
岐阜を盛り上げようと頑張る仲間に出会えた事。
子どもたちに夢とワクワクをあたえられている事。
新しいチャレンジが常にできている事が幸せです。

Ｑ
Ａ
これからチャレンジしたいことは？
岐阜・岐南町を世界に発信していきたい。
たくさんの方に見てもらえるイラストが描きたいです。

Ｑ
Ａ
どんな活動をしていますか？
全国で岐阜を題材にしたイラスト展示・イベントを主催しています。
大垣ミナモの選手キャラクター、岐阜弁犬 LINEスタンプが好評です。
また、イラスト講師や、Gサウスの講師もしています。

小島千枝さん　平島
（イラストレーター・イラスト漫画講師）

■「
議
会
だ
よ
り
」が
創
刊
か
ら
12
年
目
に
入
り
、よ
り
一
層「
議

会
だ
よ
り
」
の
情
報
発
信
の
在
り
方
（
媒
体
方
法
）
と
住
民

の
皆
さ
ん
が
本
当
に
必
要
と
す
る
情
報
と
は
何
か
を
考
え
、
リ

サ
ー
チ
も
加
え
な
が
ら
、
よ
り
良
い
議
会
だ
よ
り
の
発
刊
に
向

け
、
奮
励
（
ふ
ん
れ
い
）
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
三
宅
）

■
私
が
成
人
式
を
迎
え
た
年
に
生
誕
し
た
新
成
人
の
方
々
と
の

お
話
は
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
岐
南
町
に

対
す
る
思
い
や
考
え
方
は
世
代
に
関
係
無
く
、
同
じ
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
一
部
で
は
な
く
全
町
民
に
と
って
、
私
た
ち
議
員

の
在
り
方
を
改
め
て
考
え
た
時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　（
松
本
）

■
議
会
だ
よ
り
の
印
刷
・
製
本
に
あ
た
る
費
用
は
年
間
約
１
３

０
万
円
。
そ
の
価
値
は
、
今
の
議
会
の
姿
を
い
か
に
町
民
と
共

有
で
き
る
か
で
決
ま
る
の
で
は
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
で
印
刷
物
の
需

要
が
低
下
す
る
中
、
他
の
媒
体
も
駆
使
し
な
が
ら
、「
伝
わ
る
」

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
た
い
。

（
後
藤
）

■
総
合
調
理
セ
ン
タ
ー
への
視
察
、
試
食
を
行
い
、
食
材・献
立
・

栄
養
・
調
理
・
衛
生
、
そ
し
て
献
立
表
の
作
成
に
携
わ
っ
て
い

る
職
員
の
皆
様
の
日
々
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
村
山
）

■
今
回
、
岐
南
町
の
新
成
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
機
会
を
頂

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
岐
南
町
を
愛
し
、
誇
り
に
思
って
い
る
こ
と

を
感
じ
と
れ
ま
し
た
。
議
員
と
い
う
職
業
は
、
微
力
で
す
が
町

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
素
晴
ら
し
い
仕
事
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
町
の
未
来
の
為
に
頑
張
って
い
こ
う
と
気
が
引
き
締
ま

り
ま
し
た
。

（
長
谷
川
）

三
宅 

祐
司

松
本 

暁
大

後
藤 

友
紀

村
山 

博
司

長
谷
川 

淳

議
会
広
報

特
別
委
員

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

委
　
員

委
　
員
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